
けものフレンズ　カイザーライヒ

レモン酒と寒冷な概念



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
１
９
１
８
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
中
央
同
盟
国
側
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
。
簡

単
に
説
明
す
る
と
、
Ｈ
Ｏ
Ｉ
４
の
カ
イ
ザ
ー
ラ
イ
ヒ
と
け
も
の
フ
レ
ン
ズ
の
ク
ロ

ス
オ
ー
バ
ー
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
と
年
表
と
紹
介

　　
こ
こ
は
、
フ
レ
ン
ズ
と
人
間
が
共
存
す
る
世
界
。

　
こ
の
世
界
の
第
一
次
世
界
大
戦
は
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

···

　
そ
し
て
、
協
商
国
か
ら
寝
返
っ
た
大
日
本
帝
国
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
６
０
年
後

···

　
大
日
本
帝
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
と
し
て
、
空
前
の
繁
栄
を
遂
げ
て

い
た
。

　
こ
れ
は
、
そ
ん
な
世
界
の
フ
レ
ン
ズ
達
の
物
語
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
出
来
事

　
１
９
１
４
年
７
月
２
８
日
　
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
。

　
１
９
１
７
年
１
０
月
１
０
日
　
ロ
シ
ア
革
命
が
失
敗
。
ロ
シ
ア
帝
国
が
再
び

南
下
政
策
を
採
り
、
大
日
本
帝
国
と
対
立
。

　
１
９
１
７
年
１
０
月
１
３
日
　
大
日
本
帝
国
が
ド
イ
ツ
帝
国
と
単
独
講
和
を

し
、
日
英
同
盟
を
破
棄
し
、
日
独
同
盟
を
締
結
。
協
商
国
を
脱
退
し
た
の
ち
、
ロ

シ
ア
帝
国
に
宣
戦
布
告
。

　
１
９
１
７
年
１
０
月
１
５
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
と
ロ
シ
ア
帝
国
海
軍
オ

ホ
ー
ツ
ク
艦
隊
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
衝
突
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
海
戦
。
大
日
本
帝

国
海
軍
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
艦
隊
を
破
る
。

　
１
９
１
７
年
１
０
月
１
７
日
　
大
日
本
帝
国
陸
軍
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
占

領
。

　
１
９
１
７
年
１
０
月
２
０
日
　
大
日
本
帝
国
陸
軍
が
ア
ム
ー
ル
川
以
南
を
占

領
。

　
１
９
１
８
年
１
０
月
２
０
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
モ
ス
ク
ワ
を
占
領
。
ロ

シ
ア
帝
国
が
降
伏
。
ベ
ル
リ
ン
条
約
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
東
方
生
存
圏
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
が
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
独
墺

の
獲
得
し
た
地
域
以
外
の
ウ
ラ
ル
山
脈
以
西
、
大
日
本
帝
国
が
ウ
ラ
ル
山
脈
以
東

を
得
る
。

　
１
９
１
８
年
１
０
月
２
３
日
　
日
本
·
オ
ス
マ
ン
連
合
艦
隊
«
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
艦
隊
»
が
編
成
さ
れ
、
大
西
洋
に
出
撃
す
る
。
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１
９
１
９
年
１
月
６
日
　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
艦
隊
が
英
仏
連
合
艦
隊
と
ド
ー

バ
ー
海
峡
で
衝
突
。
ド
ー
バ
ー
海
峡
海
戦
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
艦
隊
が
英
仏
連

合
艦
隊
を
破
る
。

　
１
９
１
９
年
１
月
１
０
日
　
在
独
日
軍
が
フ
ラ
ン
ス
へ
侵
攻
。
ド
イ
ツ
帝
国

陸
軍
の
支
援
も
あ
り
、
３
か
月
後
に
パ
リ
を
占
領
。

　
１
９
１
９
年
１
月
２
１
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
イ
ギ
リ
ス
本
土
に
上
陸
。

　
１
９
１
９
年
３
月
６
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
ロ
ン
ド
ン
を
占
領
。
第
一
次

世
界
大
戦
終
結
。

　
１
９
１
９
年
３
月
１
０
日
　
イ
ギ
リ
ス
で
共
産
主
義
革
命
が
お
き
る
。
イ
ギ

リ
ス
連
合
が
成
立
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
が
カ
ナ
ダ
に
亡
命
す
る
。

　
１
９
１
９
年
３
月
１
１
日
　
フ
ラ
ン
ス
で
共
産
主
義
革
命
が
お
き
る
。
フ
ラ

ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
が
成
立
す
る
。

　
１
９
２
０
年
１
１
月
６
日
　
イ
ギ
リ
ス
連
合
と
フ
ラ
ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ

ズ
ム
共
和
国
が
新
陣
営
«
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
»
を
立
ち
上
げ
、
ド
イ
ツ

帝
国
と
対
立
。

　
１
９
２
０
年
１
１
月
７
日
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
緩
や
か

な
統
合
機
構
と
し
て
、
ド
ナ
ウ
首
長
国
連
邦
を
成
立
さ
せ
る
。
な
お
、
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
支
配
は
続
く
こ
と
に
な
る
。

　
１
９
２
０
年
１
１
月
１
０
日
　
大
日
本
帝
国
、
ド
ナ
ウ
首
長
国
連
邦
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
王
国
を
常
任
理
事
国
、
イ
ギ
リ
ス
連
合
、
フ

ラ
ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
を
非
常
任
理
事
国
と
す
る
国
際
連
盟
が

成
立
。
こ
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中
華
民
国
、
イ
タ
リ
ア
王
国
は
不
参
加
。

　
１
９
２
１
年
２
月
３
日
　
ウ
ィ
ー
ン
海
軍
軍
縮
条
約
が
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
、
ド
ナ
ウ
首
長
国
連
邦
、
大
日
本
帝
国
の
間
で
締
結
さ
れ
る
。

　
１
９
２
２
年
１
月
２
０
日
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
国
際
連
盟
に
加
盟
。

ウ
ィ
ー
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
調
印
す
る
。

　
１
９
２
２
年
１
月
２
１
日
　
ギ
リ
シ
ャ
軍
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
侵
攻
。
希
土

戦
争
開
戦
。

　
１
９
２
２
年
１
月
２
２
日
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
陸
軍
が
ア
テ
ネ
上
陸
作
戦
«
ボ

ス
ポ
ラ
ス
作
戦
»
を
実
施
。
成
功
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ギ
リ
シ
ャ
国
境
付
近
に

い
る
ギ
リ
シ
ャ
軍
を
包
囲
す
る
。
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１
９
２
２
年
１
月
２
５
日
　
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
ル
ー
マ
ニ
ア
を
併
合
。
ブ
ル
ガ

リ
ア
＝
ル
ー
マ
ニ
ア
連
合
王
国
が
成
立
。

　
以
降
、
二
重
王
国
と
呼
称
。

　
１
９
２
２
年
１
２
月
１
０
日
　
ギ
リ
シ
ャ
が
降
伏
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
条
約
が

締
結
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
は
全
土
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
に
編
入
さ
れ
る
。

　
１
９
２
５
年
１
月
６
日
　
イ
タ
リ
ア
で
共
産
主
義
革
命
が
お
き
る
。
イ
タ
リ

ア
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
が
成
立
。
　
　

　
１
９
２
５
年
８
月
６
日
　
イ
ギ
リ
ス
連
合
空
軍
の
戦
闘
機
ア
ブ
ロ
５
３
２
が

ド
イ
ツ
帝
国
空
軍
の
戦
闘
機
ｆ
ｗ
１
４
５
に
異
常
接
近
。
北
海
事
件
。

　
１
９
３
０
年
１
月
１
３
日
　
イ
タ
リ
ア
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
が
第

三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
加
盟
。

　
１
９
３
２
年
２
月
２
日
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
永
世
中
立
を
宣
言
。

　
１
９
３
２
年
３
月
６
日
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
海
軍
（
ド
イ
ツ
の
傀
儡
国

家
）
と
大
日
本
帝
国
海
軍
が
東
シ
ナ
海
で
合
同
軍
事
演
習
を
行
う
。

　
１
９
３
６
年
１
月
６
日
　
大
日
本
帝
国
が
ア
フ
リ
カ
の
日
本
領
と
引
き
換
え

に
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
の
承
認
を
要
求
す
る
«
２
ヶ
条
の
要
求
»
出
さ
れ
る
。

　
１
９
３
６
年
１
月
１
０
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
が
２
ヶ
条
の
要
求
を
承
認
し
、
ア
ジ

ア
諸
国
を
解
放
。

（
こ
の
時
、
ド
イ
ツ
帝
国
側
も
慣
れ
な
い
植
民
地
支
配
で
あ
た
ふ
た
し
て
い
た
の

で
、
ア
ジ
ア
の
植
民
地
を
全
部
日
本
に
押
し
付
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ

の
植
民
地
も
押
し
付
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
み
た
い
だ
が
、
日
本
側
の
代
表
は
「
ア

フ
リ
カ
に
興
味
は
な
い
。」
と
い
っ
て
拒
否
し
た
ら
し
い
。）

　
１
９
３
８
年
１
月
６
日
　
大
日
本
帝
国
が
新
陣
営
«
大
東
亜
連
合
»
を
立
ち

上
げ
る
。
陣
営
は
別
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
な
ど
の
帝
国
協
定
の
国
々
と
は
協
調

路
線
を
採
る
。

　
１
９
３
９
年
１
月
１
０
日
　
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
大
東
亜
連
合
に
加

盟
。

　
１
９
４
０
年
２
月
６
日
　
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
華
民
国
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ラ
ン
が
大
東
亜
連
合
に
加
盟
。

　
１
９
４
１
年
３
月
２
日
　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
大
東
亜
連
合
に
加
盟
。

　
１
９
４
２
年
１
０
月
６
日
　
フ
ラ
ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
が
ス
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ペ
イ
ン
に
侵
攻
。
ス
ペ
イ
ン
に
独
立
保
障
を
し
て
い
た
ド
イ
ツ
帝
国
と
オ
ス
マ

ン
帝
国
が
フ
ラ
ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
に
宣
戦
布
告
。
フ
ラ
ン
ス

の
同
盟
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
と
イ
ギ
リ
ス
連
合

が
ド
イ
ツ
帝
国
に
宣
戦
布
告
。
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
。

　
１
９
４
２
年
１
０
月
７
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
軍
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
に
侵
攻
。

　
１
９
４
３
年
１
月
６
日
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
が
降
伏
。

フ
ラ
ン
ス
が
ベ
ネ
ル
ク
ス
地
方
に
要
塞
線
を
張
り
忘
れ
て
い
た
こ
と
で
、
ド
イ
ツ

帝
国
軍
が
フ
ラ
ン
ス
領
内
に
一
気
に
流
れ
込
む
。

　
１
９
４
４
年
１
月
１
０
日
　
フ
ラ
ン
ス
が
降
伏
。

　
１
９
４
５
年
１
月
６
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
·
陸
軍
が
大
西
洋
に
出
動
。

　
１
９
４
５
年
１
月
１
０
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
と
イ
タ
リ
ア
海
軍
が
ジ
ブ
ラ

ル
タ
ル
海
峡
で
衝
突
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
海
戦
。
大
日
本
帝
国
海
軍
が
イ
タ

リ
ア
海
軍
を
破
る
。

　
１
９
４
５
年
１
月
１
３
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
が
地
中
海
に
進
入
。
再
び
、
イ

タ
リ
ア
海
軍
と
衝
突
。
ア
ド
リ
ア
海
海
戦
。
大
日
本
帝
国
海
軍
が
イ
タ
リ
ア
海

軍
を
破
る
。
こ
の
海
戦
は
後
に
バ
ト
ル
·
オ
ブ
·
ア
ド
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　
１
９
４
６
年
１
月
２
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
の
戦
艦
«
大
和
»
が
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
を
艦
砲
射
撃
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
艦
砲
射
撃
。

　
１
９
４
６
年
１
月
６
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
１
０
師
団
が
大
日
本
帝
国
海
軍

の
支
援
を
受
け
て
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
へ
上
陸
。

　
１
９
４
６
年
１
月
１
０
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
が
ナ
ポ
リ
を
艦
砲
射
撃
。

　
１
９
４
６
年
３
月
２
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
ヴ
ェ
ニ
ス
で
イ
タ
リ
ア
陸
軍

と
衝
突
。
ヴ
ェ
ニ
ス
の
戦
い
。
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
イ
タ
リ
ア
陸
軍
を
破
る
。

　
１
９
４
７
年
１
月
２
日
　
イ
タ
リ
ア
が
降
伏
。

　
１
９
４
７
年
１
月
３
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
が
ド
ー
バ
ー
海
峡
で
イ
ギ
リ
ス

連
合
海
軍
と
衝
突
。
大
日
本
帝
国
海
軍
が
イ
ギ
リ
ス
連
合
海
軍
を
破
る
。

　
１
９
４
７
年
１
月
４
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
イ
ギ
リ
ス
本
土
に
上
陸
。

　
１
９
４
７
年
１
月
５
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ギ
リ
ス
連
合

陸
軍
と
衝
突
。
ロ
ン
ド
ン
の
戦
い
。
こ
の
戦
い
で
イ
ギ
リ
ス
連
合
陸
軍
に
よ
る
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組
織
的
な
戦
闘
は
終
了
す
る
。

　
１
９
４
８
年
１
月
１
２
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
イ
ギ
リ

ス
連
合
陸
軍
と
衝
突
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
戦
い
。

　
１
９
５
０
年
３
月
６
日
　
イ
ギ
リ
ス
連
合
が
降
伏
。
第
二
次
ベ
ル
リ
ン
条
約

に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
連
合
と
フ
ラ
ン
ス
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
、
イ
タ
リ

ア
＝
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
共
和
国
は
２
０
年
間
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
占
領
下
に
入
る
。

　
１
９
５
０
年
３
月
１
１
日
　
イ
ギ
リ
ス
で
ド
イ
ツ
帝
国
の
指
導
の
下
、
イ
ギ
リ

ス
共
和
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
。

　
１
９
５
１
年
１
月
１
日
　
フ
ラ
ン
ス
で
ド
イ
ツ
帝
国
の
指
導
の
下
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
が
本
土
に
帰
還
。

　
１
９
５
１
年
１
月
２
４
日
　
イ
タ
リ
ア
で
ド
イ
ツ
帝
国
の
指
導
の
下
、
イ
タ
リ

ア
共
和
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
。

　
１
９
５
２
年
１
０
月
６
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

首
長
国
連
邦
、
大
日
本
帝
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
＝
ル
ー
マ
ニ
ア
連
合
王
国
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
を
常
任
理
事
国
、
イ
ギ
リ
ス
共
和
国
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、
イ
タ
リ
ア

共
和
国
を
非
常
任
理
事
国
と
す
る
国
際
連
合
が
成
立
す
る
。

　
１
９
５
３
年
１
月
１
０
日
　
大
日
本
帝
国
の
首
都
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。

　
１
９
５
４
年
２
月
６
日
　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
で
防
衛
隊
（
史
実
の
日
本
で
い
う

自
衛
隊
）
が
結
成
さ
れ
る
。

　
１
９
５
４
年
２
月
７
日
　
イ
ギ
リ
ス
共
和
国
で
防
衛
隊
が
結
成
さ
れ
る
。

　
１
９
５
５
年
１
２
月
３
０
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
が
大
和
を
現
代
改
修
。
こ

れ
に
よ
り
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
搭
載
さ
れ
る
。

　
１
９
５
５
年
１
２
月
３
１
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
が
世
界
初
の
水
爆
実
験
を
実
施
。

こ
の
時
に
、
サ
ン
ド
ス
タ
ー
を
使
っ
た
核
物
質
を
無
力
化
す
る
技
術
が
完
成
す

る
。

　
１
９
５
６
年
１
月
１
１
日
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
大
西
洋
で
水
爆
実
験
を
行
う
。

　
１
９
５
７
年
１
月
２
日
　
大
日
本
帝
国
が
太
平
洋
で
水
爆
実
験
を
行
う
。

　
１
９
５
７
年
１
月
１
０
日
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
長
国
連
邦
が
大
西
洋
で
水
爆

実
験
を
行
う
。
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１
９
５
８
年
１
月
１
日
　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
宣
戦
布
告
。

中
東
戦
争
。

　
１
９
５
８
年
１
月
２
日
　
大
日
本
帝
国
海
軍
が
紅
海
に
出
動
。

　
１
９
５
８
年
３
月
６
日
　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
海
軍
が
紅
海
で
大
日
本
帝
国
海

軍
と
衝
突
。
大
日
本
帝
国
海
軍
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
海
軍
を
破
る
。

　
１
９
５
９
年
２
月
３
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
長
国
連
邦
、
イ
ギ

リ
ス
共
和
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

＝
ル
ー
マ
ニ
ア
連
合
王
国
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ベ
ル
リ
ン
憲

章
に
署
名
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
が
成
立
す
る
。

　
１
９
６
１
年
２
月
１
４
日
　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
降
伏
。
イ
ズ
ミ
ル
条
約
に

よ
り
、
全
土
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
併
合
さ
れ
る
。

　
１
９
６
２
年
１
２
月
１
０
日
　
大
日
本
帝
国
軍
か
ら
海
軍
航
空
隊
と
陸
軍
航

空
隊
が
分
離
。
大
日
本
帝
国
空
軍
が
組
織
さ
れ
る
。

　
１
９
６
２
年
１
２
月
１
１
日
　
ド
イ
ツ
帝
国
が
月
面
着
陸
に
成
功
。

　
１
９
６
２
年
１
２
月
１
２
日
　
大
日
本
帝
国
で
家
庭
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
俗

に
い
う
パ
ソ
コ
ン
）
の
開
発
が
始
ま
る
。

　
１
９
６
３
年
１
月
２
０
日
　
大
日
本
帝
国
で
第
一
世
代
型
の
パ
ソ
コ
ン
が
開

発
さ
れ
る
。

　
１
９
６
３
年
２
月
６
日
　
大
日
本
帝
国
で
国
産
Ｏ
Ｓ
«
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
»
の
開

発
が
行
わ
れ
る
。

　
登
場
人
物
紹
介

　
·
サ
ー
バ
ル

　
２
２
歳
。

　
サ
ー
バ
ル
キ
ャ
ッ
ト
の
フ
レ
ン
ズ
。

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　
·
か
ば
ん
ち
ゃ
ん

　
２
４
歳
。

　
本
名
は
黒
岩
優
子
（
く
ろ
い
わ
ゆ
う
こ
）

　
東
京
に
住
ん
で
い
る
。

　
い
ま
だ
に
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
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·
セ
ー
バ
ル

　
年
齢
不
詳
。

　
セ
ル
リ
ア
ン
の
フ
レ
ン
ズ
で
あ
る
。

　
東
京
に
住
ん
で
い
て
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
·
ア
ル
パ
カ

　
２
６
歳
。

　
ア
ル
パ
カ
の
フ
レ
ン
ズ
で
あ
る
。

　
東
京
都
内
の
カ
フ
ェ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。

　
·
シ
ー
サ
ー
バ
ル
＝
ラ
イ
ト

　
３
４
歳
。

　
サ
ー
バ
ル
の
姉
で
あ
る
。

　
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
が
、
１
年
前
に
辞
職
。

　
東
京
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　
国
家
紹
介

　
·
ド
イ
ツ
帝
国

　
二
度
に
渡
る
大
戦
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
超
大
国
と
な
っ
た
国
。

　
ア
フ
リ
カ
に
植
民
地
が
あ
る
が
、
植
民
地
政
策
は
失
敗
続
き
で
反
乱
や
独
立
運

動
が
多
発
し
て
い
る
。

　
首
都
は
ベ
ル
リ
ン
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
長
国
連
邦
や
大
日
本
帝
国
と
の
統
合
を
計
画
し
て
い
る
。

　
·
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
北
ア
メ
リ
カ
の
国
家
。

　
国
内
の
状
況
は
悲
惨
で
、
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
や
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
な
ど
の

台
頭
に
よ
り
、
い
つ
内
戦
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
首
都
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．

　
·
オ
ス
マ
ン
帝
国

　
中
東
の
国
家
。

　
二
度
の
大
戦
に
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
は
長
く
続
く
好
景
気
に
沸
い
て

い
る
。

　
首
都
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
。

　
·
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
長
国
連
邦
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ド
ナ
ウ
連
邦
構
想
に
よ
り
、
成
立
し
た
国
家
。

　
国
家
元
首
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
家
の
一
人
で
あ
る
カ
ー
ル
２
世
で
あ
る
。

　
正
式
名
称
は
«
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
支
配
地
域
及
び
ハ

ン
ガ
リ
ー
王
国
国
王
の
支
配
地
域
を
治
め
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
家
に
よ
る
民
族

集
合
体
»
で
あ
る
。

　
·
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

　
ア
フ
リ
カ
に
亡
命
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
本
土
帰
還
に
よ
り
、
成
立
し
た

国
家
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
で
あ
る
。

　
首
都
は
パ
リ
。

　
·
イ
ギ
リ
ス
共
和
国

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
共
和
制
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
で
あ
る
。

　
首
都
は
ロ
ン
ド
ン
。

　
·
大
日
本
帝
国

　
極
東
の
列
強
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
で
あ
る
。

　
首
都
は
東
京
。

　
·
ミ
ッ
テ
ル
ア
フ
リ
カ

　
ド
イ
ツ
帝
国
の
植
民
地
。
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第
一
話
　
幼
な
じ
み

　　
１
９
６
５
年
５
月
５
日

　
大
日
本
帝
国
　
東
京

　
か
ば
ん
ち
ゃ
ん
視
点

　
ジ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ

···
　
ピ
ッ
!

　
私
の
朝
は
目
覚
ま
し
時
計
の
音
と
と
も
に
始
ま
る
。

「
は
ぁ
。
　
眠
い
な
ぁ
・
・
・
」

　
私
は
、
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら
、
一
階
に
降
り
た
。

「
さ
て
と
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
は
・
・
・
」

　
«
次
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
昨
日
５
時
頃
、
日
独
墺
土
の
４
ヶ
国
首
脳
会
談
が
開

催
さ
れ
、
緩
や
か
な
連
邦
国
家
«
ユ
ー
ラ
シ
ア
連
邦
»
の
建
国
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
「
我
が
国
の
皇
室
の
存
続
は
絶
対
条
件
で
あ
る
。」
と
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
植
民
地
の
住
民
と
の
対
立
も
生
じ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
領
ギ
ア

ナ
で
は
、
現
地
住
民
に
よ
る
暴
動
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
»

「
ま
ぁ
、
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
な
。
だ
っ
て
、
植
民
地
も
領
土
に
編
入
す
る
訳
だ
も

の
。」

　
私
は
そ
う
い
っ
て
、
い
つ
も
の
日
課
を
始
め
た
。

「
求
人
は
来
て
る
か
な
?
」

　
私
の
日
課
は
求
人
サ
イ
ト
を
見
る
こ
と
だ
。

「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
の
レ
ジ
打
ち
か
。
他
は

···
」

　
私
は
画
面
を
下
に
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
た
。

　
し
ば
ら
く
ス
ク
ロ
ー
ル
し
続
け
、
気
に
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
画
面
を
止

め
た
。

「
う
ん
?
　
国
か
ら
の
求
人
か
。
習
志
野
陸
軍
基
地
の
警
備
員
か
。
こ
れ
な
ら
い

い
か
も
。
返
信
で
«
面
接
を
希
望
し
ま
す
。
»
と
。
送
信
!
　
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
か

な
?
」

　
３
日
後

···

　
ピ
ー
ー
!

　
メ
ー
ル
が
来
た
よ
う
だ
。

　
な
に
な
に

···
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«
分
か
り
ま
し
た
。
明
日
の
午
後
１
時
頃
に
来
て
く
だ
さ
い
。
»

　
良
か
っ
た
。
承
認
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

「
げ
っ
。
も
う
２
２
時
か
。」

　
私
は
明
日
の
た
め
に
早
く
寝
る
こ
と
に
し
た
。

　
翌
日
、
私
は
見
事
、
面
接
に
受
か
り
、
習
志
野
陸
軍
基
地
の
警
備
員
に
な
っ
た
。

　
勤
務
先
で
・
・
・

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」

「
お
は
よ
う
。
気
を
引
き
締
め
て
職
務
に
あ
た
っ
て
く
れ
よ
。」

「
了
解
!
」

　
私
は
こ
の
基
地
の
責
任
者
に
明
る
く
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
説
明
を
聞
い
た
。

「
で
は
、
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
の
注
意
点
だ
。
不
審
者
を
見
つ
け
た
場
合
、
一
人

で
対
処
し
よ
う
と
せ
ず
、
近
く
の
兵
士
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
く
れ
。
最
近
は
国
際

テ
ロ
組
織
«
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
»
の
活
動
が
日
本
で
の
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

民
間
人
の
保
護
は
我
々
軍
人
の
仕
事
だ
。
民
間
人
を
ケ
ガ
さ
せ
る
訳
に
は
い
か

な
い
。
ま
ぁ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
。
頑
張
っ
て
く
れ
。」

「
了
解
!
」

　
３
時
間
後

···

「
お
い
。
も
う
休
憩
の
時
間
だ
。
職
務
に
熱
心
な
の
は
い
い
が
、
働
き
す
ぎ
る
と

バ
テ
る
ぞ
。」

　
仕
事
に
夢
中
で
、
時
間
を
忘
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

「
す
い
ま
せ
ん
。
今
行
き
ま
す
。」

　
私
は
休
憩
室
に
急
い
だ
。

　
そ
こ
に
は
、
ど
こ
か
で
見
た
フ
レ
ン
ズ
が
い
た
。

「
あ
っ
。
と
も
え
ち
ゃ
ん
!
　
久
し
ぶ
り
だ
ね
!
」

「
あ
っ
、
か
ば
ん
ち
ゃ
ん
!
　
元
気
に
し
て
た
?
」

「
う
ん
。
私
は
元
気
だ
よ
。
と
も
え
ち
ゃ
ん
は
?
」

「
う
ん
。
私
も
!
　
最
近
は
軍
属
で
働
い
て
て
、
弾
薬
の
管
理
を
し
て
る
よ
。」

　
彼
女
は
遠
坂
萌
。
小
学
校
時
代
か
ら
の
友
達
だ
。

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、ビ
ザ
ン
チ
ウ
ム（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）の

名
門
高
校
に
進
学
し
た
ら
し
く
、
全
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
そ
れ
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
感
じ
で
会
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
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「
か
ば
ん
ち
ゃ
ん
。」

　
私
は
と
も
え
ち
ゃ
ん
の
声
で
我
に
返
っ
た
。

「
何
?
」

「
今
度
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
私
の
家
に
幼
な
じ
み
が
来
る
け
ど
、
遊

び
に
来
な
い
?
」

「
分
か
っ
た
。
行
っ
て
み
る
よ
。」
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